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月
に
完
了
し
た
。
イ
ン
タ
ー

上
下
線
に
接
続
す
る
三
芳
町

道
の
築
造
工
事
と
本
体
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

問　
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る

三
角
交
差
点
の
安
全
対
策

は
。

答　
平
成
30
年
の
死
亡
事
故

を
受
け
、
県
が
歩
道
の
一
部

修
繕
と
照
明
灯
の
新
設
を

行
っ
た
。
渋
滞
対
策
と
し
て

交
差
点
改
良
を
県
に
要
望
し

て
い
く
。

谷
田
橋
付
近
の
浸
水
対
策

足
立　
志
津
子 

議
員

公
民
館
を
気
軽
に

使
い
や
す
く

伊
藤　
初
美 

議
員

問　
駒
林
側
の
地
質
調
査
結

果
と
今
後
の
対
応
は
。

答　
想
定
よ
り
地
下
水
位
が

高
か
っ
た
。
管
路
造
成
を
優

先
し
、
谷
田
橋
付
近
の
冠
水

軽
減
を
図
る
。

問　
条
例
に
基
づ
く
中
高
層

建
築
物
に
関
す
る
紛
争
解
決

で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
を
市
民
・
事
業
者
に

平
等
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　
あ
っ
せ
ん
及
び
調
定
は

中
立
の
立
場
で
行
っ
て
い

る
。 中

高
層
建
築
物
の

紛
争
防
止
と
調
整

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
の
観
点
か
ら
も
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
３
団
体
が
求
め

て
い
る
少
人
数
学
級
を
、
市

独
自
で
先
行
実
施
す
べ
き
で

は
。

答　

教
職
員
定
数
の
改
善

は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
行

う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
今

後
も
、
継
続
的
に
改
善
を
求

め
て
い
く
。

問　
７
月
１
日
、
市
に
寄
付

さ
れ
た
旧
江
戸
屋
を
含
ん
だ

周
辺
の
整
備
は
。

答　
旧
回
漕
問
屋
の
建
物
、

歴
史
的
景
観
で
あ
る
権
現

山
、
権
現
山
古
墳
群
、
雑
木

林
な
ど
を
、
市
を
特
徴
付
け

る
文
化
財
と
し
て
整
備
し
た

い
。 市

独
自
の
少
人
数

学
級
の
先
行
実
施

旧
江
戸
屋
及
び
周
辺

の
整
備
計
画

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
で
使
用
定
員
を
減
ら
し
て

い
る
。
交
付
金
を
活
用
し
て

使
用
料
の
減
免
が
で
き
な
い

か
。

答　
市
民
の
命
と
生
活
支
援

を
優
先
に
充
当
し
て
い
る
の

で
、減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
大

井
中
央
公
民
館
分
館
の
申
請

手
続
き
が
４
月
か
ら
負
担
と

な
っ
た
。
改
善
を
。

答　
分
館
長
の
位
置
付
け
を

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
変
更

し
た
た
め
、
利
用
許
可
業
務

と
使
用
料
徴
収
業
務
を
公
民

館
職
員
が
行
っ
て
い
る
。
受

付
や
利
用
手
続
き
は
過
度
の

変
更
を
避
け
、
従
来
の
方
法

を
基
本
と
し
て
い
る
。

問　
フ
ル
化
供
用
開
始
が
令

和
３
年
度
以
降
に
変
更
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

答　
事
業
に
必
要
な
用
地
取

得
と
埋
蔵
文
化
財
調
査
が
７

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

フ
ル
化
の
安
全
対
策

問　
開
発
行
為
等
指
導
要
綱

の
原
点
と
存
在
理
由
は
何

か
。

答　
無
秩
序
な
開
発
行
為
等

を
防
止
し
、
良
好
な
都
市
環

境
を
形
成
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
へ
の
理

解
と
協
力
を
要
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
共
・
公
益
施
設

の
整
備
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。

問　
法
律
上
の
最
低
限
さ
え

守
れ
ば
、
と
い
う
行
政
指
導

の
あ
り
方
は
。

答　
法
律
で
定
め
が
あ
る
も

の
に
対
し
、
さ
ら
な
る
規
制

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
法

令
を
超
え
な
い
公
正
中
立

が
、
立
ち
位
置
と
考
え
る
。

 

問　
一
団
地
認
定
を
前
提
条

件
と
し
た
事
前
協
議
の
あ
り

方
と
、
開
発
許
可
申
請
と
認

定
の
事
実
確
認
は
。

答　
一
団
地
認
定
を
し
た
場

合
は
、
開
発
区
域
を
一
つ
の

開
発
許
可
と

一
団
地
認
定
は

も
の
と
し
て
扱
う
。（
仮
称
）

大
原
２
丁
目
計
画
に
つ
い
て

は
、
市
へ
の
事
前
相
談
を
令

和
元
年
６
月
頃
開
始
、
令
和

２
年
３
月
31
日
に
事
前
協
議

申
請
、６
月
30
日
に
同
回
答
、

７
月
14
日
に
開
発
許
可
申

請
、
８
月
７
日
に
一
団
地
認

定
申
請
、
８
月
21
日
に
開
発

許
可
を
し
て
い
る
。

 

問　
説
明
会
の
開
催
を
。

答　
11
月
に
市
役
所
と
各
公

民
館
で
行
う
。

大
井
中
央
公
民
館

建
替
え
工
事

問　
長
野
県
で
は
、
横
断
歩

道
を
渡
っ
た
後
に
止
ま
っ
て

く
れ
た
車
の
運
転
手
に
一
礼

し
、
交
通
安
全
の
推
進
に
寄

与
し
て
い
る
。

　
交
通
指
導
員
や
地
域
住
民

な
ど
、
大
人
が
一
礼
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
達
も
自

然
と
身
に
つ
く
よ
う
に
な
る

の
で
は
。

答　
学
校
教
育
だ
け
で
は
難

し
い
。
今
後
、
各
家
庭
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
社

会
全
体
で
進
め
て
い
き
た

い
。

問　

遊
休
農
地
の
発
生
防

農
業
政
策
の
充
実

止
・
解
消
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

答　
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
及
び
農
業
委
員
に
よ
り

年
に
一
度
、
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
以
外
に
も
適
時
現
地
調
査

を
お
願
い
し
、
新
た
に
遊
休

農
地
と
な
り
得
る
農
地
所
有

者
の
意
向
把
握
と
相
談
活
動

を
行
い
、
農
地
の
利
用
調
整

を
し
て
い
る
。

問　
農
地
の
集
積
・
集
約
化

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

農
地
の
集
積
・
集
約

は
、
地
域
農
業
者
の
話
し
合

い
に
よ
り
地
域
の
状
況
を
把

握
し
、
今
後
誰
が
ど
の
農
地

を
担
っ
て
い
く
か
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
効
果
的
と
考
え

る
。

　
農
業
委
員
に
よ
る
情
報
提

供
や
調
整
を
図
り
、
中
間
管

理
事
業
の
活
用
な
ど
に
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
。

問　
要
綱
の
意
義
は
。

答　
無
秩
序
な
開
発
を
防
止

し
、
良
好
な
都
市
環
境
を
形

成
す
る
た
め
、
開
発
行
為
等

を
行
う
も
の
に
対
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
へ
の

理
解
と
協
力
を
要
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
公
共
・
公
益
施

設
の
整
備
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。

問　
施
行
基
準
第
４
条
第
４

号
を
削
除
し
た
理
由
は
。

答　

条
項
、
す
な
わ
ち
当

該
建
物
が
、
す
で

に
形
成
さ
れ
て
い

る
周
辺
地
域
の
ま

ち
並
み
形
態
を
阻

害
す
る
こ
と
な
く
、

か
つ
周
辺
地
域
の

環
境
に
著
し
く
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い

も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
の

内
容
が
観
念
的
規

定
で
具
体
的
な
基

準
は
な
く
、
明
確

な
表
現
で
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。

問　
市
内
小
中
学
校
の
い
じ

め
の
現
状
と
い
じ
め
が
原
因

と
思
わ
れ
る
不
登
校
は
。

答　

令
和
元
年
度
の
い
じ

め
認
知
件
数
は
小
学
校

１
２
６
７
件
、
中
学
校
68
件

で
、
前
年
度
比
較
で
小
学
校

２
８
６
件
、
中
学
校
15
件
の

増
加
。
増
加
は
、
冷
や
か
し

等
、
些
細
な
問
題
も
見
逃
さ

ず
に
い
じ
め
と
し
て
認
知
し

た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
い
じ
め
が
直
接
の
原
因

と
な
る
不
登
校
は
な
い
。

問　
早
期
発
見
、
早
期
解
決

に
地
域
力
の
活
用
や
い
じ
め

匿
名
情
報
サ
イ
ト
の
開
設

は
。

答　
学
校
応
援
団
や

見
守
り
活
動
等
に
取

り
組
む
地
域
住
民
と

密
に
連
携
が
図
れ
る

よ
う
学
校
運
営
協
議

会
で
協
議
し
て
い
く
。

　

サ
イ
ト
は
、
県
教

育
委
員
会
に
い
じ
め

通
報
窓
口
等
で
電
話

や
メ
ー
ル
で
相
談
で

問　
15
階
建
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
を
な
ぜ
早
期
に
市
民
に
公

開
し
な
い
の
か
。

答　
事
業
者
の
開
発
計
画
の

情
報
に
つ
い
て
、
事
業
者
の

営
業
・
販
売
活
動
の
計
画
・

方
針
等
に
関
す
る
こ
と
を
公

表
す
る
の
は
、
法
人
等
に
不

利
益
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ

る
情
報
に
当
た
る
か
ら
で
あ

る
。
計
画
段
階
で
、
不
確
定

情
報
の
公
表
は
適
切
で
な
い

と
考
え
る
。

き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
今

後
、
他
市
の
事
例
を
研
究
し

て
い
く
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
り
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
の
更
新
は
。

答　
来
年
度
、
布
設
替
え
予

定
で
、（
仮
称
）
大
原
2
丁

目
計
画
の
事
業
者
と
適
宜
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
く
。

な
お
、
通
過
車
両
や
歩
行
者

の
安
全
対
策
は
十
分
に
協
議

し
、
工
事
を
進
め
て
い
く
。

大
型
開
発
工
事
で

石
綿
管
は
大
丈
夫
か

い
じ
め
の
早
期
発
見

早
期
解
決

谷　
新
一 

議
員

住
民
の
利
益
を
守
る

開
発
指
導
を

塚
越　
洋
一 

議
員

児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

原
田　
雄
一 

議
員

ふ
じ
み
野
市
開
発
行
為
等

指
導
要
綱

近
藤　
善
則 

議
員

歩道部分に埋設されている
石綿セメント管

三角交差点（仮称）大原２丁目計画予定地


